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Ⅰ 事業の概要  

 

第１ 令和５年度事業概要 

 

農業は、食料の安定供給及び国土や自然環境の保全などを通じて、

市民生活の安全・安心を築く「生命産業」として重要な役割を果たす

とともに、他産業との結びつきによる地域経済の発展や農村が有する

美しい田園風景が都市住民に安らぎを与えるなど、豊かな市民生活の

実現に大きく貢献しています。 

 

東松山市の農業は、1,440ha(令和２年)の耕地面積を擁し、水田農業

を始め、ナシやクリなどの果樹や多種多様な野菜・花きの生産が行わ

れています。 

 

東松山市では、東松山市農業振興ビジョン（平成２９年３月策定、

令和３年４月一部改訂）の将来像に掲げられた「安全な農産物づくり

とブランド化が進み、収益性の高い農業が営まれるまち」の実現に向

け、農業の担い手となる人材の育成・確保や農畜産物のブランド化の

推進などに取り組んでいます。 

  

当公社は、このビジョンの基本方針に基づき、市が進める諸施策を

農業の現場において、農業者の安定的かつ効率的な農業経営の実現の

ため、担い手の育成・確保や担い手への農地の集積などに取り組みま

した。 

 

更に、東松山市の再整備により令和元年度にリニューアルオープン

した「東松山市農林公園」の研修事業等に積極的に関与しつつ、当該

施設を活用した農業の活性化に努めました。 
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第２ 事業別実施概要 

 

１  農地中間管理事業 

令和元年度まで「農地利用集積円滑化団体」として、農地の借受

け、貸付けを行ってきた。 

令和２年度から農地中間管理機構から農地中間管理事業に係る

業務を受託している。 

 

【具体的取組】 

①  農地利用集積円滑化事業で設定された利用権を中間管理事

業に一括承継するにあたり、地権者と耕作者間の新たな貸

借条件の調整と必要書類の作成を行った。  

②  東松山市との役割分担の基に、公社は地域推進型地区（古

凍、下田木、赤城、毛塚、川辺）以外の新規利用権設定の

手続きと東松山市が行う中間管理事業の対象外の農地（園

芸ハウス用地、果樹園、利用料物納農地）の貸借に係る利

用条件調整事務手続き等のサポートを行った。 

③  「地域計画及び人・農地プラン」に位置付けられた担い手

に対する農用地の利用集積を支援した。 

 

【事業実績(令和 6 年４月１日現在)】 

 

農 地 中 間 管 理 事 業 締 結 実 績  

(単 位 ： 筆 ・ ㎡) 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地利用集積円滑化事業締結実績 

(単 位 ： 筆 ・ ㎡) 

 

  

地区名 筆数 面積 

松山 96 136,289.52 

大岡 112 117,035.00 

唐子 462 565,865.76 

高坂 1,052 729,287.06 

野本 1,423 1,338,972.83 

合計 3,145 2,887,450.17 

市内 

全域  

筆数 面積 

50 50,565.00 
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２ 担い手育成・支援事業 

(1)担い手育成・支援事業 

地域農業の担い手を確保するための新規就農者の育成と自立

経営に向けた支援を行った。 

 

【具体的取組】 

①  随時就農相談を実施し、また、市内及び都内で市と合同就

農相談会を開催した。希望者には、就農意欲の向上を目的

として生産者のほ場を案内し、体験機会を提供した。（相談

件数 10 件、相談者数 11 人） 

②  新規就農者等に農地の確保や農業用機械の調達に関する支

援を行った。 

③  新規参入希望者や帰農希望者を対象に、農業経営に関する

専門知識と栽培技術の習得に関する実践研修「農業塾（野

菜コース、梨コース）」を開催した。 

  

【事業実績】 

〔 就 農 相 談 会 ・ 農 園 見 学 会 の開 催 〕  

名   称  開 催 時 期  開 催 場 所  相 談 者 数  

就 農 相 談 ウィーク 

就 農 相 談 会  

令 和 6 年 2 月 13 日

(火 )～ 2 月 19 日 （ 月 ）  

市 本 庁 舎 （ 地 下

打 ち合 わせスペ

ース 

2 件  

2 人  

農 業 大 学 校 就 農

相 談 会  
令 和 5 年 6 月 ２ １ 日  農 業 大 学 校  1 人  

 

〔 農 業 塾 の開 催 〕  

コース名  期   間  開 催 場 所  受 講 生  

野 菜 コース 令 和 5 年 4 月 ～ 令 和 6 年 3 月  新 郷 ほ場  6 人  

梨 コース 令 和 4 年 11 月 ～ 令 和 5 年 10 月  

令 和 5 年 11 月 ～ 令 和 6 年 10 月

（ 予 定 ）  

東 平 梨 園  

〃 

2 人  

5 人  
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(2)農林公園担い手育成事業 

東松山市の農業・観光の拠点となる「東松山市農林公園」に

おいて、園内の畑を活用し、農業の担い手を育成する事業や農

業を身近に感じるための事業を展開した。 

 

【具体的取組】 

①  担い手育成のための露地野菜栽培休日研修（新品目・新品

種）を開催した。 

②  栽培した野菜の収穫体験（スイートコーン、えだまめ、た

まねぎ、じゃがいも、さつまいも、さといも、にんじん）

と栽培展示を実施した。 

③  果樹の幼木（ブルーベリー：１２２本、みかん：９４本）

の栽培管理（除草、かん水、施肥、害虫防除、稲わら及び

木材チップのマルチ、防鳥網設置（ブルーベリー））を行

い、収穫体験を実施した。 

 

【事業実績】 

〔 農 業 研 修 等 の開 催 〕  

 

 

区 分  内  容  回数(回 ) 人数 (人) 

農業研修 露地野菜栽培研修 18 5 

収穫体験 野菜の収穫体験 7 延 276 

栽培展示 栽培展示 3 品目 ―  
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３ 農業機械の有効利用に関する事業 

農業者の初期投資の負担軽減、また作業の効率化や生産コスト

の低減による経営の安定化・効率化を図るために農業機械の貸出

しを行った。 

 

【具体的取組】 

①  貸出機械の点検整備を行い、農作業の安全を図るため、利

用者に操作方法を指導した。 

②  利用頻度の高い機械（乗用草刈機、マルチャー）を追加整

備した。 

③  作業能率を高めるため、栗用に果実洗浄機、ゴマ用にバイ

ンダーを購入した。 

 

【事業実績】 

〔 主 要 農 業 機 械 の利 用 状 況 〕                      （ 単 位 ： 日 ）  

機 械 名  貸 出  直 営 利 用  合 計  

トラクター（ ロータリー）  18 25 43 

トラクター（ フレールモア、ス

ライドモア）  
14 36 50 

トラクター（ ソイルリフター）  0 0 0 

平 畝 整 形 同 時 マルチ 10 8 18 

ハンマーナイフモア 33 32 65 

堆 肥 散 布 機  0 0 0 

栗 自 動 皮 むき機  3 0 3 

乗 用 草 刈 機  22 46 68 

畦 草 刈 機  0 0 0 

乗 用 管 理 機  0 0 0 

歩 行 型 管 理 機  0 17 17 

クローラ運 搬 車  1 0 1 

ブームスプレヤー（ 乗 用 散 布 機 ）  0 1 1 

乗 用 田 植 え機  2 0 2 
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４ 農作業受託事業 

農作業が一時的に困難になった農業者、経営規模の縮小を希望

する農業者から、農作業、農地管理作業を受託し、地域農業の継

続性を担保するとともに農地の荒廃防止に寄与した。 

 

【具体的取組】 

①  農地の適正活用のための稲刈り等の作業を受託した。 

②  農用地の荒廃防止のための除草作業を受託した。 

なお、農用地として活用されていない農地や荒廃により直 

ちに耕作に供しないと判断される農地については、個別の

作業難度、作業量に応じた見積料金で受託した。 

 

 

【事業実績】 

〔 農 作 業 の受 託 状 況 〕                          (単 位 ： 件 ・ ａ )  

 

 

 

 

 

 

 

  

区 分  耕 耘  田 植  稲 刈 り 
部 分  

深 耕  
草 刈 り 合 計  

受 託 件 数  1 0 22 1 31 55 

受 託 面 積  12.29 0 677.26 1.78 558.34 1,249.67 
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５ 地域農産物育成事業 

(1)東松山市戦略作物育成事業 

東松山市で産地化する作物を決め、その生産拡大を目指す農

業者「東松山市戦略作物研究会」（平成２５年度設立、会員数

１７人）に対して、市、県農林振興センター、ＪＡ埼玉中央及

び全農さいたま等の関係機関と連携し支援を行った。 

 

【具体的取組】 

①  農地確保の調整、農業機械の貸出など、農作物の作付しや

すい環境づくりを行った。 

②  白系スイートコーン（商標名「ハニーホワイト」）について

は、商標管理の一環として、商品規格を徹底することで品質

の向上と均一化を推し進めた。 

 

【事業実績】 

〔 品 目 別 栽 培 状 況 〕                   （ 単 位 ： ａ ・ 人 ）  

区 分  ｽｲｰﾄｺｰﾝ ｷｬﾍﾞﾂ ｶﾘﾌﾗﾜｰ ﾛﾏﾈｽｺ 

面 積  210 160 150 30 

人 数  9 8 5 3 

    

 

(2)ぽろたん等特産果樹普及事業 

ぽろたん（栗の品種）の普及を目的として平成２５年３月に

整備した「ぽろたん農園」については、その栽培管理を「ぽろ

たん管理組合」（平成２５年度設立、会員数１２人）に委託

し、市民サポーター（１０人）の協力を得て圃場の適正管理を

進めるとともに、管理しやすく、作業の省力化を見据えた栽培

方法を追求した。 

収穫したぽろたんをはじめとする数種の栗は、その一部を高

付加価値製品の開発のための材料（ペースト、渋皮煮、焼き

栗）として関係先に供給した。 

 

【具体的取組】 

①  栗１樹当たり、主枝２本、亜主枝４本を配置し、わかりや

すく省力な整枝方法に樹形を改造途中である。 

②  除草や施肥等適切な管理を行い、樹勢も良好である。 



- 8 - 
 

③  作業を省力するため、栗果実洗浄機と、乗用草刈機を購入

した。収穫作業については、栗収穫機の実演会を開催し効

果を確認した。機械の導入を検討中である。 

④  2 月 10 日にぽろたん農園で「栗を植えよう講習会」を開催

し、市民９人が参加した。 

⑤  梨の新植園や改植園で、早期成木化や主枝の平行整枝の技

術支援を行った。 

 

【事業実績】 

〔 作 業 別 実 施 状 況 〕  

作 業 区 分  実  施  時  期  備   考  

除  草  4/1～ 11/8（ うち 14 日 ）  

柵 外 12/7、11、13（ 3 日 ）  

 

防  除  7/14、8/3、18、9/1、17、12/22 

(6 日 ) 

スピードスプレヤー、乗 用

散 布 機 使 用  

施  肥  4/4、7/27、11/8、2/20、3/1 

（ 5 日 ）  

化 学 肥 料 ・ 乾 燥 鶏 糞 、苦

土 石 灰  

収  穫  9/1～ 10/19（ うち 21 日 ）  

うちサポーター9/13、15、17、19、

27 （ 5 日 ）  

 

サポーター参 加 （ 10 人 ）  

延 日 数       5 日  

参 加 延 人 数   32 人  

収 穫 量   1,668.1kg 

（ ※出 荷 ベース）  

選  別  ９ /13～ 12/11（ うち 26 日 ）   

剪  定  成 木  1/22～ 2/14（ うち 15 日 ）  

若 木  2/29～ 3/11（ うち 3 日 ）  

 

 

 

(3)東松山農産物ブランド加工品育成事業 

農業者と食品加工業者、販売業者との農商工連携による農産

加工品の開発と販路開拓を支援し、市産農産物の付加価値化と

知名度向上に取り組んだ。  

 

【具体的取組】 

①  栗の付加価値商品として、甘露煮やペーストを加工会社、

菓子店及び娯楽施設に継続供給した。 
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・  市内洋菓子店では、新商品「マロンコルネ」の販売が好評

で、「ぽろたんペースト」の需要が伸びた。 

・  市内どら焼き店では「栗ペースト」を使用し、「生どらス 

ペシャルモンブラン」を作成し、東松山市の地域ブランド

「ひがしまつやまプライド」の認定獲得に至った。 

・  テレビ取材を契機に、都内の東京会館に「栗ペースト」を

定期的に納品することになった。 

②  市内どら焼き店に市内いちご農家を紹介し、「生どらスペシ

ャル苺」を製造し、「ひがしまつやまプライド」の認定獲得

に至った。 

③  利平（栗）の渋皮煮を加工業者へ委託製造し、販売を開始

した。 

 

 

(4)東松山農産物等販売促進事業 

東松山市産農産物加工品のＰＲ冊子を作成し配布した。ま

た、農業祭ほかイベントで農産物の販売とＰＲを行った。 

 

【具体的取組】 

①  「地場産農産物加工品カタログ」を刷新し、掲載店、ＪＡ

農産物直売所、観光案内所等に 1,000 部を配布し農産加工

品のＰＲを行った。 

②  ＪＡ農産物直売所（いなほてらす）、農業祭、環境産業フェ

スティバルで計５回焼き栗（「ぽろたん」等）を販売し、好

評を得た。 

③  また、農業祭では農業塾生も参加し、塾で収穫した野菜を

使ったスープやドーナツの販売を行い、野菜の新しい貯蔵

と利用方法を試作した。 

④  市ふるさと納税返礼品として、農業塾で栽培した「ハニー

ホワイト」や、生栗、渋皮煮を初出品し、新しい販路を開

拓した。 

 

 

(5)地域農産物育成事業 

直売農家の生産拡大を支援するため、新規作物を試験的に栽

培し、栽培のしやすさや貯蔵に適した品種を調査した。 
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【具体的取組】 

①  かぼちゃ(バターナッツ等 5 品種)を試作し、貯蔵に適した品

種選定の結果、バターナッツが良好な結果となったが、消費

者の嗜好は低い状況となった。 

②  平成３０年から金ゴマの試作を始め、生産者への栽培技術支

援を継続している。金ゴマは収穫労力がかかり、作付け拡大

の障害となった。収穫作業の省力化を図るため、次年度にバ

インダーで収穫し、効果を実証する。  
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Ⅱ 業務の概要 

 

１ 理事会及び監査会の開催状況 

 

会 議 名  年 月 日  内      容  出 席 者  

監 査 会  5.5.16 令 和 ４ 年 度 事 業 報 告 書 及 び決 算 報 告 書 に

ついて 

監 事 ２ 人  

第 １ 回  

理 事 会  

5.5.25 第 １ 号 議 案 ～ 第 ３ 号 議 案  

特 定 費 用 準 備 資 金 の積 立 に

ついて 

第 ４ 号 議 案  令 和 ４ 年 度 事 業 報 告 及 び附

属 明 細 書 の承 認 について 

第 ５ 号 議 案  令 和 ４ 年 度 決 算 報 告 （ 貸 借 対

照 表 及 び正 味 財 産 増 減 計 算

書 ） 及 び附 属 明 細 書 並 びに財

産 目 録 の承 認 について 

第 ６ 号 議 案  令 和 ５ 年 度 定 時 評 議 員 会 の

招 集 の承 認 について 

報 告 事 項   理 事 長 及 び副 理 事 長 の職 務

執 行 状 況 の報 告 について 

理 事 ５ 人  

監 事 １ 人  

第 ２ 回  

理 事 会  

5.6.26 第 １ 号 議 案  副 理 事 長 の選 定 について 

 

理 事 ７ 人  

監 事 ２ 人  

第 ３ 回  

理 事 会  

6.2.16 第 １ 号 議 案  令 和 ６ 年 度 事 業 計 画 、収 支 予

算 及 び資 金 調 達 等 の見 込 みの

承 認 について 

第 ２ 号 議 案  特 定 費 用 準 備 資 金 の積 立 につ

いて 

第 ３ 号 議 案  公 益 財 団 法 人 東 松 山 市 農 業

公 社 公 用 車 管 理 規 程 の制 定

について 

第 ４ 号 議 案  公 益 財 団 法 人 東 松 山 市 農 業

公 社 農 業 機 械 利 用 規 定 の一

部 改 正 について 

報 告 事 項   理 事 長 及 び副 理 事 長 の職 務

執 行 状 況 について 

理 事 ７ 人  

監 事 ２ 人  
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２ 評議員会の開催状況 

 

会 議 名  年 月 日  内           容  出 席 者  

定 時  5.6.22 第 １ 号 議 案   欠 員 に伴 う評 議 員 の選 任 につい

て 

第 ２ 号 議 案 ～ ５ 号 議 案  

欠 員 に伴 う理 事 の選 任 について 

報 告 事 項 １   令 和 ４ 年 度 事 業 報 告 について 

第 ６ 号 議 案   令 和 ４ 年 度 決 算 報 告 （ 貸 借 対

照 表 及 び正 味 財 産 増 減 計 算

書 ） 及 び附 属 明 細 書 並 びに財

産 目 録 の承 認 について 

報 告 事 項 ２   令 和 ５ 年 度 事 業 計 画 、収 支 予

算 及 び資 金 調 達 等 の見 込 みに

ついて 

評 議 員  

１ ０ 人  

監   事  

２ 人  
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３ 役員・評議員に関する事項 

 

(1)役  員  

（ 単 位 ： 人 ）  

役 職  理 事 長  副 理 事 長  理 事  監 事  合 計  

人 数  1 2 4 2 9 

摘 要  常 勤  非 常 勤  非 常 勤  非 常 勤   

 

 

(2)評議員  

 （ 単 位 ： 人 ）  

選 出  

母 体  

農 業 者  

 

農 業 者

組 織  

県 域 農

業 団 体  
消 費 者  合  計  

人 数  2 3 4 1 10 

 

 

 

 

４  職員に関する事項 

 

（ 令 和 5 年 度 ）                               （ 単 位 ： 人 ）  

職 名  事 務 局 長  事 務 局 次 長  主  任  合  計  

人 数  1 1 1 3 

 

 

 

５  事業報告の附属明細書について 

 

令和５年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関

する法律施行規則第３４条第３項の規定に基づく「事業報告の内

容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。 

 

 

 

 

 


